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論文内容の要旨
6CCO のガンマ一線でマウスやマウスの摘出牌臓に 1000r の放射線照射を行ったのちに，牌臓の DNA 合
有量を0.14M NaCl に対する溶解性から，二つの分劃にわけで定量したの第一の分劃は， 0.14M NaCl に
不溶で， DNAがデオキシリボ核蛋白として含有されていると考えられるもので， protein-bound DNA; Bｭ
fraction とよび，他のものは， 0.14M NaCl に可熔で，重合はしているが蛋白とははなれていると考えられ
る分劃で， protein-free DNA; F-fraction とよぷ。この F-fraction 1~lj DNA 量を F-fraction に対する B- と F-
fraction の比 (FjT) の百分率で示すと，次のようなことがわかったっ
非照射および全身照射直後のマウス牌臓の FjT は 1-2%にすぎないが，照射後 6 時間までの聞にこれ
が直線的に培加して， 13 %の極大値に達し，その後次第に減少して 20 時間後には非照射マウスのそれの
レベルに復帰する。この実験で照射後 8 時間のマウス牌臓の組織学的検索によれば，牌臓中には障害され
たpyknotic lymphocyte が散在し， white pulp 中に多くの phagocyte が侵入している。また， 24 時間後に
は大部分の lymphocyte は消失し，全体の構造が粗雑になっている。
次に，全身照射直後，または 2 時間後に牌臓を摘出して， O2 中 ， 37 0 C で温保すると . FjT は，先の
ln VIVO の実験の場合と同様な時間的増加を示したD しかし， O 2 または N2 中 ， OOC に温保すると，この
現象はみとめられない。このように照射後 O2 中 37 0C に 8 時間温保した牌臓の組織像は，前述のin vivo 
のものと同様に多くの pyknotic lymphocyte をみとめたロ
また， 摘出牌臓の照射については， FjT は温保が O2 中 3rcの場合に前と同様な増加を示し，照射時
の気相や温度よりも O2 中 37口C という温保条件が，この FjT の増加現象に重要なものであることが推定
されたの
このような T 線照射にともなう，マウス牌臓 DNA の二つの分劃の比 FjT の増加のもつ意味について
考察したっ
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論文の審査結果の要旨
武田篤彦君の論文は，全身照射を受けたマウスの牌臓において， 0.41 M NaCl に可溶な DNA フラクシ
ョン (F) の全 DNA (T) に対する割合，すなわち F/Tが一時的に増加する現象に注目して，これを組織
学的知見とも照合して解析しようと試みた研究であるの
1000 r の全身照射後いろいろの時間に殺したマウスの牌臓について F/T を求めたところ， その値は照
射後数時間は直線的に増加し， 8 時間後に最高値 (13%) に達して後は減少し， 24時間後にほぼ正常のレ
ベル(1. 7%) に復するつ照射後時間の経過とともに全 DNA 量が減少の一途をたどるのに対比して，き
わめて注目に値いする現象といわねばならない。
このような F/T の増減が牌臓自身に起因することは，全身照射後に牌/鳴を摘向してインキュベートし
でも同様な結果が得られることからわかるのただしインキューベーションの条件は，気相が酸素で温度が
37 0でなければならない。 摘出牌臓を照射する場合も，上述のインキュベーションの条件が充たされてい
るかぎり，照射条件の如何にかかわらず F/T の急憎が認められるつしかしここで注意せねばならないの
は，非照射の牌臓でも酸素中に 370 でおくと F/T がかなりに増加する事実である。
なお F/T が増加するときの牌臓では，多くのリンパ球の核がピクノシスを示しており，障害が進んだ
ときはリンパ球がほとんど失われている。著者はこれらの実験結果から，照射により障害を受けたデオキ
シリボ蛋白分子から，その後の気相および温度の条件次第で， DNA が 0.14M NaCl に可溶な形として遊
離して来るのであろうと推測している。
2 篇の参考論文はそれぞれ 91Y， 9CSr などによる障害を扱ったもので，放射生物学に寄与するところが
少なくない。
以上述べたように，武田篤彦君の研究はいずれも放射生物学の分野で-有意義な研究といえるものであっ
て，これらの論文は理学博士の学位論文として十分に価値があるものと認めるつ
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